
（
一
）
開
発
途
上
国
へ
の
協
力

ア

．「
国
際
協
力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
国
際
教
育
協
力
懇
談
会
報
告
「
大
学

発
知
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
～
知
的
国
際
貢
献
に
向
け
て
」
（
平
成
一
八
年
八

月
）
を
受
け
て
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
、
我
が
国
の
知
（
知
識
や
経

験
）
、
中
で
も
大
学
の
知
を
活
用
し
、
開
発
途
上
国
の
持
続
的
発
展

に
貢
献
す
る
た
め
、
大
学
等
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
「
国
際
協
力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
実
施
し
て

い
る
。
主
な
事
業
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
経
験
の
体
系
化
と
共
有
情
報
化
の
推
進
（
教
育
協
力
拠
点
の

形
成
）

開
発
途
上
国
に
お
け
る
教
育
協
力
を
促
進
す
る
た
め
、
大
学
ほ
か

我
が
国
の
教
育
研
究
関
係
者
が
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
を
整
理
・

蓄
積
・
体
系
化
し
、
国
内
外
の
援
助
関
係
者
が
教
育
協
力
現
場
で
容

易
に
活
用
可
能
な
教
育
協
力
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

②
大
学
の
リ
ソ
ー
ス
情
報
活
用
の
推
進

国
内
外
の
大
学
等
に
対
し
て
広
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

大
学
の
リ
ソ
ー
ス
や
途
上
国
の
大
学
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
情
報
の
収

集
と
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
媒
体
へ

の
掲
載
な
ど
を
通
じ
、
大
学
の
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
広
報
を
行
う
。

③
大
学
の
分
野
別
協
力
活
動
支
援
の
推
進

分
野
別
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
た
り
、
大
学
の
リ
ソ
ー
ス

ほ
か
に
関
す
る
助
言
を
得
る
た
め
、
専
門
家
で
構
成
す
る
分
野
別
の
委

員
会
を
核
と
す
る
人
的
な
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
。

イ
．「

青
年
海
外
協
力
隊
『
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
』」

現
職
教
員
は
、
子
ど
も
に
密
着
し
た
実
践
的
な
教
育
経
験
や
能
力

を
有
し
て
お
り
、
我
が
国
の
教
育
経
験
を
生
か
し
た
協
力
を
進
め
て

い
く
上
で
貴
重
な
人
材
で
あ
る
。
ま
た
、
教
員
が
開
発
途
上
国
に
お
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八
国
際
交
流
・
協
力
の
推
進



児
童
生
徒
受
入
促
進
事
業
、
④
学
習
活
動
に
日
本
語
で
参
加
す
る
た

め
の
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
活
用
し
た
指
導
方
法
の
普
及
・
充
実
を
図
る
Ｊ
Ｓ
Ｌ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
践
支
援
事
業
か
ら
な
る
。

（
三
）
人
的
交
流
に
関
す
る
取
組

教
育
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
文
化
協
定
等
に
基
づ
き
、
二
国
間
交

流
を
推
進
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
日
米
間
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
六
年
に
発
足
し
た
「
日

米
教
育
交
流
計
画
（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
計
画
。
日
米
両
政
府
の
経
費
分

担
方
式
に
よ
り
運
営
。）」
に
よ
り
、
平
成
一
九
年
度
現
在
、
約
九
六

〇
〇
名
の
研
究
者
・
大
学
院
生
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
の
交
流
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
八
年
の
日
米
両
国
首
脳
間
の
合
意
（
「
日
米
国
民
交

流
」
の
推
進
の
た
め
の
包
括
的
取
組
）
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
翌
年

よ
り
、
文
部
科
学
省
の
拠
出
に
よ
る
日
米
教
育
委
員
会
を
実
施
主
体

と
し
た
「
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
地

方
公
共
団
体
（
教
育
委
員
会
）
の
協
力
の
も
と
推
進
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
に
よ
り
、
米
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
教
員
等
（
約
三
二
〇

名
）
を
我
が
国
に
招
致
し
、
我
が
国
の
教
育
、
社
会
に
関
す
る
紹
介
、

学
校
訪
問
、
文
化
体
験
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
米
の
学
校
間
の

交
流
促
進
等
に
貢
献
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
及
び
韓
国
か
ら
は
初
等
中
等
教
育
教
員
を
約
三
〇

〇
名
招
へ
い
し
、
我
が
国
の
教
育
制
度
や
教
育
事
情
、
生
活
・
文
化

等
に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

日
本
人
教
員
と
の
交
流
や
家
庭
訪
問
を
通
じ
、
相
互
理
解
や
将
来
に

わ
た
る
友
好
関
係
を
深
め
て
い
る
。

加
え
て
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
「
二
一
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大

交
流
計
画
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト

参
加
国
を
中
心
に
、
五
年
間
、
毎
年
六
〇
〇
〇
名
程
度
の
高
校
生
や

大
学
生
を
中
心
と
す
る
青
少
年
を
日
本
に
招
へ
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
に
よ
り
、
高
校
生
が
学
校
で
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

じ
て
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
る
。

（
四
）
国
際
機
関
を
通
じ
た
協
力

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
、
教
育
・
科
学
・

文
化
の
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
の
促
進
を
通
じ
て
平
和
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
連
専
門
機
関
で
あ
る
。

我
が
国
は
、
学
生
・
教
員
等
の
交
流
事
業
へ
の
協
力
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
を
中
心
と
し
た
開
発
途
上
国
の
教
育
分
野
へ
の
協
力
、
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い
て
、
言
語
・
文
化
等
の
様
々
な
壁
を
乗
り
越
え
国
際
教
育
協
力
を

実
践
す
る
こ
と
は
、
問
題
へ
の
対
処
能
力
や
指
導
能
力
の
向
上
な
ど

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
帰
国
後
は
自
身
の

貴
重
な
体
験
を
教
育
現
場
に
還
元
で
き
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
教
育

の
質
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
国
内
に
も
裨
益

す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
本
制
度
に
よ
る
現
職
教

員
の
参
加
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
一
三
年
度
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

他
と
協
力
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
「
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
」
を

創
設
し
た
。

こ
の
制
度
で
は
、
文
部
科
学
省
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
推
薦
し
た
教
員
は
、

一
次
選
考
で
技
術
試
験
が
免
除
さ
れ
、
派
遣
期
間
を
四
月
か
ら
翌
々

年
三
月
ま
で
の
二
年
間
（
通
常
二
年
三
か
月
）
と
す
る
な
ど
、
教
員

の
現
職
参
加
推
進
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
「
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
」
に
よ
っ
て
、
制
度
創

設
以
来
の
六
年
間
で
四
三
七
名
の
現
職
教
員
が
派
遣
さ
れ
、
様
々
な

国
で
活
躍
を
し
て
い
る
。

平
成
二
〇
年
度
春
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
h
ttp

:/
/
w
w
w
.jica

.g
o
.jp

/
a
ctiv

ities/
jo
cv
/
）

ウ

．

紛
争
終
結
後
の
国
づ
く
り
に
お
け
る
国
際
教
育
協
力
の
取
組

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
を
は
じ
め
と

す
る
紛
争
が
終
結
し
た
国
・
地
域
に
対
す
る
教
育
協
力
に
関
し
て
は
、

平
時
の
対
応
を
応
用
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
我
が
国
の
経

験
を
生
か
し
た
施
策
を
検
討
す
る
と
い
う
方
針
の
下
、
相
手
国
の
ニ
ー

ズ
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
、
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
二
）
外
国
人
に
対
す
る
教
育
の
充
実

我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
、
近
年
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
そ

の
数
は
二
〇
〇
万
人
に
達
し
て
い
る
。

彼
ら
の
我
が
国
の
生
活
環
境
へ
の
円
滑
な
適
応
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
一
九
年
度
に
引
き
続
き
、
以
下
の
取
組
か
ら
な
る
「
外
国
人
の

生
活
環
境
適
応
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
。
そ
の
内

容
は
、

①
外
国
人
児
童
生
徒
の
母
国
政
府
と
の
情
報
交
換
及
び
教
育
分
野
で

の
協
力
促
進
を
図
る
た
め
の
協
議
会
の
開
催
、
②
外
国
人
を
対
象
と

し
た
日
本
語
教
室
の
設
置
や
指
導
者
を
対
象
と
し
た
研
修
、
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
等
を
行
う
「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」
の
た
め
の

日
本
語
教
育
事
業
、
③
就
学
前
の
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
初
期
指
導

教
室
（
プ
レ
ク
ラ
ス
）
の
実
施
や
外
国
語
の
分
か
る
人
材
の
配
置
等

に
よ
る
地
域
・
学
校
で
の
受
入
体
制
の
整
備
を
行
う
帰
国
・
外
国
人
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（
五
）
国
際
交
流
拡
大
プ
ロ
グ
ラ
ム

我
が
国
が
、
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学
技
術
・
学
術
の
分

野
で
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
国

際
交
流
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
と
し
て
、
①
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国

際
交
流
事
業
の
推
進
方
法
の
審
議
や
、
省
と
し
て
開
催
す
べ
き
国
際

会
議
の
選
定
等
を
実
施
す
る
「
国
際
交
流
推
進
会
議
（
仮
称
）
」
の

設
置
、
②
政
府
が
推
進
す
る
国
際
会
議
等
の
開
催
施
策
の
一
環
と
し

て
、
国
際
会
議
の
準
備
及
び
開
催
、
③
各
国
大
使
館
に
お
け
る
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学
担
当
官
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
交
流
事

業
の
実
施
等
に
よ
る
諸
外
国
と
の
人
的
交
流
の
強
化
等
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。

平
成
二
〇
年
度
は
「
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
の
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
に
「
Ｇ
８
大
学
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
を

支
援
し
、
そ
の
議
論
を
広
く
国
際
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
等
を
予
定

し
て
い
る
。
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国
際
的
な
共
同
研
究
や
学
際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
、
世
界

遺
産
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
遺
産
の
保
存
協
力
等
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諸

事
業
に
信
託
基
金
の
拠
出
や
専
門
家
の
派
遣
等
を
通
じ
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
。

我
が
国
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
は
「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
国
（
文
部
科
学
省
の
特
別
の
機
関
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
）
、
都
道
府
県
等
地
方
公

共
団
体
、
民
間
の
連
携
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス

コ
講
座
を
設
置
し
て
教
員
や
留
学
生
の
交
流
を
行
っ
た
り
（
ユ
ネ
ス

コ
チ
ェ
ア
ー
）
、
ユ
ネ
ス
コ
講
座
参
加
大
学
間
で
協
定
を
結
ん
で
研

究
交
流
等
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
実
施
し
て
い
る

大
学
も
あ
る
。

特
に
、
我
が
国
が
提
唱
し
、
国
連
総
会
で
決
議
さ
れ
、
平
成
一
七

年
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
を
主
導
機
関
と
し
て
進
め
て
い
る
「
持
続
発
展
教

育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
一
〇
年
」
へ
の
取
組
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

持
続
発
展
教
育
で
目
指
す
べ
き
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
る
よ
う
個
々
人
を
育
成
し
、
意
識
と
行
動
を
変
革
す
る
こ

と
で
あ
り
、
環
境
教
育
や
国
際
理
解
教
育
等
の
持
続
可
能
な
発
展
に

関
す
る
様
々
な
分
野
を
つ
な
げ
て
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

平
成
二
〇
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
（
案
）
に

お
い
て
は
、
「
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
を
目
指
す
」
等
の
内

容
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
各
学
校
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い

る
。日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
は
、
教
員
養
成
大
学
等
、
大
学
を

コ
ア
に
し
た
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
間
の
連
携
を
充
実
し
、

ユ
ネ
ス
コ
の
既
存
の
学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ユ
ネ
ス
コ
・

ス
ク
ー
ル
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
持
続
発
展
教
育
の
普
及
促
進
と
学

校
関
係
者
の
理
解
の
深
化
、
学
校
に
お
け
る
取
組
の
支
援
な

ど
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
生
徒
の

学
習
到
達
度
調
査
）
を
は
じ
め
、
各
種
の
比
較
分
析
及
び
調

査
・
研

究
な
ど
の
教
育
事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
も
参
加
・

協
力
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
〇
年
一
月
に
は
東
京
に
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

非
公
式
教
育
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
、
高
等
教
育
の
成
果
の
評
価
に

関
す
る
取
組
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
）
の
教
育
及
び

科
学
分
野
で
の
調
査
・
研
究
事
業
へ
も
参
加
・
協
力
な
ど
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
二
〇
年
六
月
に
は
ペ
ル
ー
に
て
教
育
大

臣
会
合
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
国
連
大
学
及
び
国
連
大
学
高
等
研
究
所
の
事
業
に
対

す
る
支
援
・
協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
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